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環
境
整
備
事
業
、
教
育
環
境
整
備
事
業
な
ど

財
政
の
健
全
性
を
損
ね
る
こ
と
な
く
計
画
に

沿
っ
て
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
施
設

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
ソ
フ

ト
面
で
の
充
実
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
公
費
の
不
適
切
な
支
出
に
か
か

わ
る
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
議
会
、
第
三

者
委
員
会
お
よ
び
監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
を

重
く
受
け
止
め
、
交
際
費
、
食
糧
費
の
基
準

を
明
確
に
設
け
る
ほ
か
、
旅
費
支
給
に
関
す

る
運
用
の
見
直
し
を
行
い
、
再
発
防
止
と
信

頼
回
復
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
ま
し
て
は
、
市
外

か
ら
の
寄
附
者
へ
の
お
礼
と
し
て
、
本
市
の

特
産
品
の
贈
呈
を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、

全
国
各
地
か
ら
六
千
件
を
超
え
る
寄
附
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
本
市
の
工
芸
品
や
特
産
品

に
対
し
ま
し
て
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
本
市
に
対
す
る
温
か
い
応
援
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
の
地

熱
資
源
を
活
用
し
た
山
葵
沢
地
熱
発
電
所
計

画
は
、
平
成
三
十
一
年
の
営
業
運
転
開
始
を

目
指
し
、
今
春
か
ら
建
設
工
事
に
着
手
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
国
内
で
は
二
十
三
年
ぶ
り

と
な
る
大
規
模
地
熱
発
電
所
の
誕
生
に
大
き

な
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
十
七
年
の
四
市
町
村
合
併
か

ら
十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
合
併
当

初
の
重
点
施
策
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

役
所
新
庁
舎
建
設
事
業
、
湯
沢
駅
周
辺
地
区

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
、
ま
ず
は
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
第
二
十
九
回
国
民
文
化
祭
・

あ
き
た
2
0
1
4
」
が
開
催
さ
れ
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
も
音
楽
の
祭
典
、
漆
の
祭
典
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
よ
り
、
本
市
に
お
い

で
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

四
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
「
全
国
ま
る
ご

と
う
ど
ん
エ
キ
ス
ポ
2
0
1
4 

in　
秋
田
・

湯
沢
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
日
間
で
九
万

人
の
来
場
者
を
迎
え
、
湯
沢
の
名
物
行
事
と

し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
主
体
と
な
り
「
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー

ク
」
が
持
つ
魅
力
を
伝
え
る
語
り
部
の
育
成

な
ど
、
地
に
根
を
張
っ
た
取
り
組
み
が
行
わ

わ
さ
び
さ
わ
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ム
リ
ー
に
市
政
へ
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

公
費
の
不
適
切
支
出
の
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
臨
時
会
を
開
き
、
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
市
民
の
皆

さ
ま
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
策

や
事
務
適
正
化
を
強
く
市
長
に
求
め
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
議
会
は
、
行
政
の
監
視
機

関
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か

り
と
受
け
と
め
、
子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
湯

沢
市
の
未
来
を
届
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、
全
て

の
議
員
が
力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
一

年
が
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

な
り
ま
す
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

本
会
議
や
委
員
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
、
市
議
会
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
場
産
業
の
振
興
、
伝
統
文
化
の

発
展
継
承
を
促
す
た
め
、
平
成
二
十
六
年
第

二
回
定
例
会
に
て
、「
秋
田
湯
沢
の
地
酒
で

乾
杯
条
例
」
を
議
員
提
案
に
よ
り
制
定
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、

市
長
を
は
じ
め
と
し
た
執
行
部
だ
け
で
は
な

く
、
議
会
と
し
て
も
最
善
の
努
力
を
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
議
会
の
活
動
状
況
や
市
の
施

策
、
事
業
な
ど
に
対
す
る
市
民
の
意
見
・
要

望
を
伺
う
「
議
会
報
告
会
」
を
市
内
八
会
場

に
て
、
開
催
時
間
を
夜
に
変
更
し
て
、
多
く

の
か
た
が
た
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
声
を
効
果
的
か
つ
タ
イ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

ご
ろ
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
な
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
庁
舎
が
完
成
し
、
市
民
ロ
ビ
ー

は
多
く
の
皆
さ
ま
の
活
動
発
表
の
場
と
し
て
、

写
真
・
書
道
・
生
け
花
な
ど
の
展
示
や
学
生

の
憩
い
の
場
と
し
て
も
活
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
議
会
議
事
堂
で
も
市
内
七
中
学

校
の
生
徒
た
ち
と
議
会
議
員
に
よ
る
い
じ
め

防
止
に
関
す
る
模
擬
議
会
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
議
会
の
本

会
議
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
録
画
配
信

を
す
る
な
ど
し
て
、
市
民
に
身
近
な
議
会
と



　

今
回
は
、
家
庭
で
も
楽
し
め
る
簡
単
な

コ
ー
ス
料
理
（
シ
チ
ュ
ー
、サ
ラ
ダ
な
ど
）

の
作
り
方
と
マ
ナ
ー
の
紹
介
で
す

○
と　

き　

1
月
22
日
㈭
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
1
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料　

九
百
円
（
材
料
代
ほ
か
）

○
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

1
月
6
日

㈫
午
前
8
時
30
分
か
ら
、
湯
沢
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
後

継
者
育
成
を
目
的
と
し
、
新
規
就
農
や
新

た
な
農
業
部
門
開
始
に
必
要
な
技
術
を
身

に
つ
け
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
て
、
二
年

間
の
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
研
修
期
間　

4
月
〜
平
成
29
年
3
月

○
研
修
コ
ー
ス　

作
物（
水
稲
な
ど
）・
野

菜
・
花
き
・
果
樹
・
肉
用
牛
・
酪
農

○
資　

格　

研
修
終
了
後
、
市
内
で
の
就

農
が
確
実
で
、
申
請
時
の
年
齢
が
45
歳

未
満
の
人

○
受
付
期
限　

1
月
16
日
㈮

○
定　

員 　

若
干
名

※
詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農

業
振
興
班
（
☎
72
0
6
3
1
）
へ

　

市
民
大
学
の
受
講
生
に
限
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

1
月
21
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第

1
集
会
室

○
演　

題　
「
介
護
保
険
の
上
手
な
利
用 

法
」

○
講　

師　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

昨
年
の
十
二
月
下
旬
に
「
平
成
二
十
七

年
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
」
を
該
当
す
る
農
家
世
帯
に
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

提
出
期
限
は
一
月
十
日
㈯
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
を
紛
失
さ
れ
た
か
た
は

申
請
書
を
再
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
農

業
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
73
2
1
3
8
）
へ

　

西
ア
フ
リ
カ
で
エ
ボ
ラ
出
血
熱
が
流
行

し
て
い
ま
す
。
流
行
国
に
渡
航
し
、
帰
国

し
た
際
、
一
カ
月
程
度
の
間
に
三
十
度
以

上
の
発
熱
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
万
一

の
場
合
を
疑
い
、
直
接
医
療
機
関
へ
行
か

ず
に
、
ま
ず
は
保
健
所
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
保
健
所
（
☎
73

6
1
5
5
）
へ

　

農
業
用
免
税
軽
油
制
度
は
、
法
律
上
、

三
月
三
十
一
日
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
制
度
が
継
続
さ
れ
た
場
合

に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
二
十
七
年
度
分

の
免
税
証
交
付
申
請
書
の
集
合（
仮
）受
け

付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
税
証
の
交
付

を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

制
度
が
継
続
さ
れ
な
い
場
合
は
免
税
証

を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
継
続
さ
れ
た
場
合
、

集
合（
仮
）受
け
付
け
を
行
っ
た
人
に
は
四

月
上
旬
に
免
税
証
を
交
付
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
県
税
事
務
所
窓
口
で
の（
仮
）受

け
付
け
は
、
二
月
四
日
㈬
か
ら
行
い
ま
す

が
、
そ
の
場
合
、
免
税
証
の
交
付
が
遅
く

な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
左
記
会
場

で
、
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

2
月
3
日
㈫
①
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
②
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
地
域
振
興
局
3
階
大
会

議
室

◯
問
い
合
わ
せ　

県
総
合
県
税
事
務
所
課

税
第
二
課
（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
3

 

3
4
1
）
へ

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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5

2015.01.01
4

平
成
27
年
度

「
未
来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

育
成
研
修
生
」
募
集

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

平
成
27
年
度
分
軽
油
引
取
税
免

税
証（
農
業
用
）交
付
申
請
書
の

（
仮
）受
け
付
け
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
つ
い
て

ご
協
力
く
だ
さ
い

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

◯
募
集
種
目　

防
衛
大
学
校（
一
般
後
期
）

◯
資　

格　

高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
予

定
者
で
21
歳
未
満
の
人

◯
応
募
期
間　

1
月
21
日
㈬
〜
30
日
㈮

◯
試
験
日　

2
月
28
日
㈯

※
詳
細
は
受
付
後
に
連
絡
し
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
秋

田
地
方
協
力
本
部
横
手
地
域
事
務
所

（
☎
0
1
8
2
32
3
9
2
0
）
へ

　

秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局
の
職
員
が

相
続
登
記
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

1
月
21
日
㈬
午
後
1
時
〜
2

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局

2
階
会
議
室

◯
定　

員　

12
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地
方

法
務
局
湯
沢
支
局
（
☎
73
2
4
5
0
）

へ

◯
と　

き　

1
月
18
日
㈰
午
前
9
時
30
分

開
会
式

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

▽
3
時
間
立
切
試
合
基
立
選
手

・
金か
な

森も
り

康や
す

臣た
か

五
段
（
湯
沢
市
）

・
徳と
く

山や
ま

淳じ
ゅ
ん

六
段
（
由
利
本
荘
市
）

・
猫ね
こ

塚づ
か

篤あ
つ

志し

錬
士
七
段
（
花
巻
市
）

・
星ほ
し

裕ゆ
う

太た

五
段
（
福
島
市
）

▽
女
子
の
部
2
時
間
立
切
試
合
基
立
選
手

・
山や
ま

脇わ
き

清せ
い

子こ

錬
士
六
段
（
湯
沢
市
）

・
村む
ら

上か
み

眸ひ
と
み

五
段
（
横
手
市
）

◯
問
い
合
わ
せ　

大
会
実
行
委
員
会
委
員

長
加
賀
谷
（
☎
72
3
0
2
1
）
へ

　

平
成
二
十
七
・
八
年
度
に
発
注
す
る
建

設
工
事
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
建
設
工
事
以
外
の
役
務
の
提
供
、

物
品
買
い
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
市
へ
の
入
札
参
加
資
格
申
請
と
は
違
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◯
受
付
期
間　

1
月
15
日
㈭
〜
3
月
16
日

㈪
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◯
有
効
期
間　

4
月
1
日
㈬
〜
平
成
29
年

3
月
31
日
㈮

※
申
請
方
法
の
詳
細
は
、
湯
沢
雄
勝
広
域

市
町
村
圏
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.yutopia.or.jp/~yokoiki

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

広
域
市
町
村
圏
組
合
総
務
財
政
課
（
☎

73
9
6
9
1
）
へ

◯
と　

き　

1
月
24
日
㈯
午
後
6
時
開
場

／
午
後
6
時
30
分
開
演

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
曲　

目　

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
メ
リ
ー
ウ
ィ

ド
ウ
」
よ
り
ヴ
ィ
リ
ア
の
歌
（
レ
ハ
ー

ル
作
曲
）
ほ
か

◯
指　

揮　

大お
お

野の

多た

加か

志し

さ
ん

◯
入
場
料　

五
百
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢

　

市
民
管
弦
楽
団
麻
生

　
（
☎
72
2
6
9
3
）へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

1
月
25
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

広
域
消
防
署
救
急
係（
☎
73
3
1
5
1
）へ

◯
と　

き　

1
月
29
日
㈭
①
午
後
1
時
30

分
〜
2
時
30
分
②
午
後
6
時
30
分
〜
7

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

◯
参
加
料　

初
回
体
験
＝
五
百
円
、
二
回

目
以
降
＝
千
円
（
回
数
券
あ
り
）

◯
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ヨ
ガ
Ｓ

ｈ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
吉
岡
（
☎

0
9
0
―
5
4
0
5
―
7
7
3
1
）
へ

応
急
手
当
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

ヨ
ガ
教
室
の
開
催

第
26
回

  

湯
沢
市
民
管
弦
楽
団

ミ
ニ
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

自
衛
官
募
集

法
務
局
無
料
市
民
講
座

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

に
つ
い
て

第
36
回
3
時
間
立
切
試
合
／

第
16
回
女
子
の
部
２
時
間

立
切
試
合

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ
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冬
期
防
災
訓
練
を
実
施

　
平
成
二
十
六
年
度
「
秋
田
県
冬
期
防

災
訓
練
」
が
一
月
十
一
日
㈰
、
皆
瀬
・

中
ノ
台
地
区
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
秋
田
県
が
特
別
豪
雪

地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
と
共

催
し
、
今
年
度
か
ら
県
内
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
湯
沢
市
で

の
開
催
が
第
一
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
湯
沢
市
で
は
、
積
雪
期
に
発
生
し
た

地
震
に
よ
る
雪
崩
の
発
生
や
、
孤
立
集

落
等
を
想
定
し
、
十
二
の
防
災
関
係
機

関
・
団
体
と
地
域
住
民
が
協
力
し
、
冬

期
に
お
け
る
災
害
時
の
対
応
能
力
の
向

上
と
実
践
的
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

◆
主
な
訓
練
内
容

①
災
害
対
策
現
地
本
部
設
置
・
運
営
訓

　
練

②
雪
崩
巻
き
込
ま
れ
者
捜
索
・
救
出
、

　
雪
崩
除
去
訓
練

③
情
報
収
集
、伝
達
訓
練（
ス
ノ
ー
モ
ー

　
ビ
ル
を
利
用
し
た
雪
上
巡
視
等
）

④
自
主
防
災
組
織
災
害
対
応
訓
練
（
救

　
護
・
避
難
支
援
・
採
暖
・
炊
き
出
し

　
な
ど
）

⑤
落
雪
に
よ
る
家
屋
内
閉
じ
込
め
者
の

　
救
助
・
救
出
搬
送
訓
練

秋
田
県

◯
と
　
き
　
1
月
11
日
㈰
　
午
前
9
時

　
〜
11
時
30
分
（
予
定
）

◯
と
こ
ろ
　
皆
瀬
・
中
ノ
台
地
区

※

災
害
の
発
生
や
当
日
の
気
象
状
況
等

に
よ
り
訓
練
が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
主
会
場
な
ど
の
道
路
は
降
雪

期
で
狭
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
訓
練
車
両
も
駐
車
し
ま
す
の
で
、

訓
練
時
間
帯
の
主
会
場
へ
の
車
両
の
乗

り
入
れ
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ
　
総
務
部
総
務
課
総
合

　
防
災
班
（
☎
55
8
2
5
0
）
へ

【秋の宮温泉郷　灯幻郷冬物語
　　　　　　　　　第 回かだる雪まつり】
○と　き　
○ところ　旧秋ノ宮スキー場
○問い合わせ　かだる雪まつり実行委員会
　　　　　　　（秋の宮山荘内☎56‒2400）へ
【第33回雄勝の雪まつり】
○と　き　2月14日㈯
○ところ　道の駅おがちに隣接する特設会場
○問い合わせ　湯沢市雄勝観光協会（☎52‒2200）へ
【犬っこまつり】
○と　き　2月14日㈯、15日㈰
○ところ　主会場（湯沢市中央公園）、まちなか会
　　　　　場（大丈跡地）
○問い合わせ　犬っこまつり実行委員会（一般
　　　　　　　社団法人湯沢市観光物産協会内
　　　　　　　☎73‒0415）へ
【小安峡冬まつり】
○と　き　2月19日㈭～21日㈯
○ところ　小安峡 河原湯橋付近
○問い合わせ　一般社団法人湯沢市観光物産協会
　　　　　　　皆瀬事務所（☎47‒5080）へ

【秋の宮温泉郷　灯幻郷冬物語温温温温泉宮 幻幻幻幻灯灯灯幻灯
　　　　　　　　　第　 回かだる雪まつり】
○と き

２０１５ 湯沢の冬まつり 

　秋田県子ども会育成連合会副会長。地域の子
ども会の世話人、町内会の会長として、地域が
一体となって子どもを育む体制づくりに努める
とともに、県内各地の子ども会を取りまとめ、
組織の強化と青少年の健全育成に尽力。「地域
の役割として、子どもに夢と希望を与えられる
環境を作りたいと思い活動してきた。これから
も子どもを生き生きとさせるために、地域が一
体となって取り組めるよう活動していきたい」

文部科学大臣表彰
社
会
教
育
功
労
者
表
彰

【
青
少
年
教
育
功
績
】(73)

さ
ん

戸
　部
　
尚
　武た

け

ひ
さ

べ

と

（注）・貸借対照表、行政コスト計算書、資金収支計
　　　算書および純資産変動計算書は、総務省方式
　　　改訂モデルにのっとって作成しています。
　　・市全体の会計とは、財産区特別会計を除いた
　　　すべての会計が対象。なお、会計間の繰り出
　　　し、繰り入れなどは相殺消去しています。

①市民１人当たりの資産と負債・・・貸借対照表を１人当たりに換算
　すると、資産が３１０万円、負債が１２１万円となっています。
②社会資本形成の世代間負担の状況・・・道路や公共施設、上下水道
　施設などの社会資本に対するこれまでの世代による負担は約６割、
　将来世代による負担が約４割となっています。

　人的サービスや給付サービスなどの資産形成につ
ながらない行政サービスの活動実績を、コストとい
う側面から把握したものです。２５年度の1年間のコ
ストの総額は３４６億１千万円となります。

経常行政コスト（Ａ）　　　　　　３４６億１千万円
【内訳】
・人にかかるコスト　　　　　　　　　　５０億９千万円
　職員の給与・退職手当など
・物にかかるコスト　　　　　　　　　　８８億５千万円
　物品購入、光熱水費、施設等の修繕費、減価償却費など
・移転支出的なコスト　　　　　　　　　１９４億７千万円
　社会保障給付費、各種団体への負担金・補助金など
・その他のコスト　　　　　　　　　　　　　　１２億円
　借入金（市債）の利子など

経常収益（Ｂ）　　　　　　　　　　８４億１千万円
　行政サービスの受益者が直接負担する施設使用料や保険 
　料、上下水道料金など

純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ）　　　　　　２６２億円
　経常行政コストから経常収益を差し引いた純粋な行政コスト

行政コスト計算書

　純資産（正味の資産）が１年間にどのように増減し
たかを示しています。２５年度の純資産は、２４年度より
１９億１千万円増加しています。

期首（２４年度末）純資産残高　　　　９１４億１千万円

当期変動高　　　　　　　　　　 　１９億１千万円
【内訳】純経常行政コスト　　　　　　△２６２億円
　　　　一般財源・補助金等　　　２８０億８千万円
　　　　臨時損益等　　　　　　　　　　３千万円

期末（２５年度末）純資産残高　　　　 ９３３億２千万円

＋

＝

純資産変動計算書

　1年間の現金の収入（歳入）と支出（歳出）が、どのよ
うな理由で増減しているかを性質別に区分して整理し
たものです。経常的収支の黒字分を公共資産整備支出
や主に借入金（市債）の返済である財務的支出に充てて
いるということが分かります。

資金収支計算書

期首（２４年度末）資金残高　　　　　　７２億３千万円

当期収支　　　　　　　　　　　　　　　８千万円
【内訳】経常的収支　　　　　　　　５８億８千万円
　　　　公共資産整備収支　　　　　　　△１５億円
　　　　投資・財務的収支　　　　　　　　　　　△４３億円

期末（２５年度末）資金残高　 　　　　　７３億１千万円

＋

＝

　これまでの行政活動によって形成された建物や土地
などの資産と、その資産を形成するために要した負債や
財源がどのくらいあるかを示したものです。資産・負債
・純資産の三つの要素から構成されています。

【負債の部】
 合計　　　　５９９億８千万円
　借入金（市債）や将来の職員
　の退職金など、将来世代の
　負担で返済していく債務

【純資産の部】
 合計　　　　９３３億２千万円
　現世代がすでに負担して支
　払いが済んでいる正味の資
　産

負債・純資産合計
　　　　　　　   １，５３３億円

【資産の部】
公共資産   １，３９２億２千万円
　道路、学校、上下水道、公共
　施設等の有形固定資産など
投資等　　　 ６６億２千万円
　基金、出資金、長期延滞債
　権など
流動資産　　 ７４億６千万円
　資金（現金・財政調整基金
　ほか）、未収金など
（うち資金：７３億１千万円）

資産合計　　　   １，５３３億円

貸借対照表

市全体の会計の財務書類４表から見た資産と負債の状況

地方公会計制度に基づく

　市の財政状況をより詳しく知っていただくため、発生主義・複式簿記の考え方を
取り入れた地方公会計制度に基づく財務書類４表として「貸借対照表｣、「行政コス
ト計算書」、「純資産変動計算書｣、「資金収支計算書」を作成し公表しています。
　今回、平成２５年度決算に基づく「普通会計｣と「市全体の会計｣、さらに市全体の
会計に第三セクターなどを含めた「連結会計｣の財務書類４表を作成しました。こ
のうち、「市全体の会計｣の財務書類４表の要旨をお知らせします。なお、詳細につ
いては市のホームページに掲載していますのでご覧ください。

財務書類４表を公表しま財務書類４表を公表しますす財務書類４表を公表します
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【④図書館のパソコンで見たい本を簡単に検索!】
　湯沢・雄勝図書館、稲川カルチャーセンター、皆瀬生涯学習センターに
備え付けのパソコンで、誰でも簡単に見たい本を探すことができます。画
面に手を触れて入力することで、気軽に利用することができ、キーワード
の検索で関連する本を見つけたり、新着本の一覧を見たりすることもでき
ます。画面の表示を子ども向けに切り替えることができるため、より多く
のかたにご利用いただけます。とても便利ですので、ぜひ一度、お試しく
ださい。

湯

雄
湯

雄

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

ゆきがくれたおくりもの
みんな知りたい!ドクターイエローのひみつ
ルゥルゥおはなしして
おばあちゃんのななくさがゆ

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

リチャード・カーティス
飯田　　守
たかどのほうこ
野村たかあき

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

皆
皆

夕張再生市長無理をしない認知症との付き合い方

　財政破綻から再生に向けた挑戦
と夕張の役割が日本のモデルへと。
世界が注目する課題先進国・日本
の中の “課題先進地” 夕張で奮闘
する若者の挑戦。夕張市長になっ
た経緯と、市長になってからの悪
戦苦闘の日々、そして人口減少日
本を生き抜くヒントがこの一冊に。

石岡　好憲

平井かおる

東田　直樹

浅田　次郎

湯

湯

稲
雄

皆

新着図書案内

雄

一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

月111111 トトイイ・・・・・・の 集集 トトンンンイベイベイベベイイ特の特のの特のの月月 ベンベンベンン月 ・イ・イ トトのののの ベ集集 トト月のの特集特集・イベイベンベント

月1

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を
　募集しています。おはなし会の見学も可能です。

稲
と　き：1月17日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど 

2015.01.01

鈴木直道／著
講談社

9

　認知症は早期発見・早期対応す
ることで上手に付き合っていくこ
とができる病気のようです。認知
症の基礎知識のほかに、いろいろ
な問答が紹介された一冊です。家
族のためにも自分のためにも認知
症をよく知るための第一歩を踏み
出してみましょう。

と　き：1月10日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館　児童コーナー   

鈴木ゆめ／著
河出書房新社

と　き：1月24日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館　児童室

乳幼児向けのイベント開催中!

児　童　「雪、ゆき…冬のおくりもの」

一　般　「冬の楽しみ」
雪国ならではの冬を満喫してみませんか？

おはなしの会「ひまわり」による『おはなし・楽しみ会』

おはなし会
児　童「笑う門には福来たる～ユーモア絵本特集～」
一　般「これが私の生きる道～生き方に関する本特集～」

みんなの森 おはなし会

「サイコロ」振ってチャレンジしよう。   

児　童　「雪、ゆき…冬のおくりもの」

一　般　「冬の楽しみ」
雪国ならではの冬を満喫してみませんか？

おはなしの会「ひまわり」による『おはなし・楽しみ会』

おはなし会
児　童「笑う門には福来たる～ユーモア絵本特集～」
一　般「これが私の生きる道～生き方に関する本特集～」

みんなの森 おはなし会

「サイコロ」振ってチャレンジしよう。   

地域医療に生きがい求め

暮らしのしきたりと日本の神様

跳びはねる思考

神坐す山の物語
いま

○料　　金　一般20,570円　小・中学生、高校生10,280円
○販売場所　市内各スキー場
○購入に必要なもの　顔写真2枚（縦4.5㎝×横3.5㎝／パスポートサイズ）、上記の料金、申請書（各スキー場に備えて
います）
※湯沢市共通シーズン券を秋田・岩手両県内の連携スキー場で提示すると、割引料金で1日券を購入することができます。
なお、一部のスキー場では、この相互割引制度に加入していないところもあります。

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

103

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2015.01.01
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湯沢スキー場 ☎７２‒１４５９
○初級者～中級者向け（アンヴァーリフト２基）
○営 業 時 間 午前10時～午後4時（定休日：毎週水曜日）
　　　　　　　※12月31日、元旦は営業。
○最終営業日 3月1日㈰
○利　用　券
　1日券：一般1,020円 小・中学生、高校生510円
　4時間券：一般610円 小・中学生、高校生300円
　アンヴァーリフト11回券：300円

稲川スキー場 ☎42‒4185
○初級者～中級者向け　（ペアリフト１基、アンヴァーリフト１基）
○日 中 営 業 午前9時～午後4時
　　　　　　　（1・2月は毎日営業、3月は土・日曜日のみ営業）
○ナイター営業 午後5時30分～9時（火～土曜日に営業）
　　　　　　　※ナイターは1月6日㈫から開始。
○最終営業日 3月22日㈰予定
○利　用　券
共通1日券：一般2,050円 小・中学生、高校生1,020円
　4時間券：一般1,330円 小・中学生、高校生720円
　ナイター券：一般1,540円 小・中学生、高校生820円
　午後＆ナイター券：一般2,050円 小・中学生、高校生1,020円
ナイターシーズン券：一般13,370円 小・中学生、高校生7,200円

小安温泉スキー場　☎47‒5241
○初級者～上級者向け（ペアリフト１基、アンヴァーリフト１基）
○営業時間 午前9時～午後4時30分（定休日：なし）
　　　　　 ※2・3月の平日は午後0時30分から4時30分まで営業。
○最終営業日 3月1日㈰
○利　用　券
　共通1日券：一般2,100円 小・中学生1,300円
　半日券：一般1,400円 小・中学生800円

湯沢湯沢市沢市スキー場情場情情報

共通シーズン券好評発売中！ 　湯沢・稲川・小安温泉スキー場に
おいて滑走可能なシーズン券を販売
しています。なお、稲川スキー場に
ついては、ナイター利用もできます。

　誰でも気軽に楽しめるレクリエーショ
ンスポーツを通じて、心も体もリフレッ
シュしましょう。

○と　き 1月19日㈪、26日㈪、2月9
日㈪、16日㈪、3月2日㈪、9
日㈪（全6回）／午後1時30分
～3時30分

○ところ　総合体育館
○種　目　卓球・ビニールバレーボール

など
○講　師　三浦敬樹さん
　　　　　（健康運動指導士）
○対　象　市内在住の18歳以上の人
　　　　　（高校生を除く）
○定　員 30人（先着順）
○参加料 全6回1,000円（保険料含む）
○申し込み 1月5日㈪から受け付け開始。

参加料と印鑑を持参の上、
総合体育館（☎72-6500）
へ

○問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班
（☎55-8286）へ

第３期
生涯スポーツ教室開催室開生涯スポ ツ教室開催生涯スポ ツ教室開催生涯スポ ツ教室開催生涯スポ ツ教室開催生涯スポ ツ教室開催生涯スポ ツ教室開催生涯スポ ツ教室開催生涯スポ ツ教室開催生涯スポ ツ教室開催生涯スポ ツ教室開催涯 教 催涯 教 開催

み うら けい き



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

11.30

12. 3

12. 3

12. 6

12. 6

12. 6

12. 7

12. 7

12. 7

12. 8

12. 8

12. 8

12.10

12.10

12.10

12.11

12.11

12.12

85

85

87

78

87

70

76

78

73

79

84

87

86

75

86

99

89

90

二　井　田

深 堀 ３ 区

上　　　開

愛宕町第２

大 島 第 ２

深 堀 １ 区

森　　　下

荻　生　田

川　　　原

久　根　合

愛　宕　荘

横　　　上

下　関　中

西新町第１の２

山　　　崎

中 野 町 ３

外前森第３

湯　の　原

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

神　明　町

明　　　戸

羽　　　竜

鍛治屋布２

大　　　倉

88

73

86

90

93

12. 1

12. 2

12. 6

12. 7

12. 9

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

八　　　丁

飯　　　塚

愛　光　園

古　　　戸

横　　　丁

沢

下　馬　場

水　　　口

86

86

70

97

75

81

90

88

11.30

11.30

12. 3

12. 6

12. 6

12. 7

12. 9

12.11

春　雄

小林利雄

本　人

雄　二

実

一　彦

本　人

勇太郎

五十嵐 マ サさん
髙 橋　ウ ンさん
鈴 木　初 喜さん
菊 地　ナ ミさん
山 入　良 治さん
樋 口　キ ヱさん
佐 藤　カ ツさん
門 脇　勇 治さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

貝　　　沼7912. 9 富　栄

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

まゆき

まゆか　

り　こ

　　　はやと

　　　しゅう

しょうえい

佐 藤　眞 雪ちゃん

沼 田 茉侑香ちゃん

菊 地　璃 心ちゃん

石 山　　 隼くん

永 沢　　 柊くん

佐 藤　将 瑛くん

11.22

11.30

11.30

11.30

11.30

12. 1

大 島 第 １

祝　　　田

清水町第７

岡　　　田

山田団地第１

光　陽　台

正樹さん・芙美さん

宗輝さん・麻衣子さん

翔太さん・絵美子さん

聡さん・由佳さん

朋司さん・真美亜さん

史明さん・亜紀子さん

2015.01.01
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梅　子

本　人

サ　チ

ユ　リ

武

紀代子

總　子

ト　ク

本　人

ト　シ

チヱ子

本　人

久

亨

直　志

利　勝

本　人

俊　三

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

さな

阿 部　紗 奈ちゃん 12. 1 下　川　原浩之さん・真奈美さん

織 田　永 吉さん
菅 　　四 郎さん
髙 橋　三 郎さん
後 藤　幸 治さん
照 井　　 忠さん
高 橋　文 和さん
新 山　順 治さん
長 塚　長 三さん
武 石　健 治さん
髙 橋　　 廣さん
三 浦　忠 一さん
柴 田　勝 治さん
奥 山 嘉久一さん
高 橋　厚 子さん
伊 藤　庄 吉さん
髙 　　ナ ツさん
谷 藤　ア サさん
仙 道　チ ヨさん

井 上　末 信さん
押 切　愛 子さん
山 田 ヒサヨさん
髙 橋　貞 藏さん
阿 部　孝 七さん

12月12日届け出分まで

12月12日届け出分まで

阿 部　郁 雄さん

正　晴

雄　樹

榮　作

ト　ラ

良　廣

【誤】　佐々木 梓 実ちゃん　（稲川地域）

【正】　佐々木 梓 実ちゃん　（雄勝地域）
あずみ

あずみ

広報ゆざわ12月15日号に記載した内容に誤りがありました。
おわびして訂正します。

● おわびと訂正 ●

1

2

3

4
5
6

7
8
9
１０

11
12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金
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－みんなの財産をみんなで守りましょう－

1月26日は「文化財防火デー」です「文化財防火デー」です

月月1

○祝祭日救急歯科診療　芳賀歯科医院（湯沢／☎738148／
　午前９時～正午）

○祝祭日救急歯科診療　荘司歯科医院（羽後町／☎625126／
　午前９時～正午）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○げんきっこクラブ0、1才児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・正月遊び
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

●サンマリッツフットサル大会〔総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●市民総体綱引き大会〔総合体育館〕

○湯沢図書館休館日　○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　志水歯科医院（羽後町／☎621338／
　午前９時～正午）

○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○げんきっこクラブ2才以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・正月遊び
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

●カンガルースクール〔稲川スキー場〕

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔広域交流センタ－〕

○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／ほっかほか親子遊び（支援センター合同事業）
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○なかよし広場〔湯沢保育所〕午前１０時～１１時３０分／保育所開放
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕

○湯沢図書館休館日（～5日）　○雄勝図書館休館日（～５日）
○祝祭日救急歯科診療　田中歯科医院（湯沢／☎732314／
　午前９時～正午）
●第33回元旦ランニングの集い（市役所前発着）
●各体育施設休館日（～3日）

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成26年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
はあとぴあ第１研修ルーム
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

1月21日㈬

1月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

27日㈫

14日㈬
㈱ 松 田
湯 沢 郵 便 局
㈱ウヌマ地域総研湯沢支社
雄 勝 中 央 病 院

全血

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)　または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

１０：００～１１：１０
１３：４０～１４：２０
１５：００～１５：４０
１４：００～１６：００

○湯沢図書館休館日

●第36回3時間立切試合並びに第16回女子の部2時間立切試合
〔総合体育館〕

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●湯沢市スポーツ少年団交流会〔総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）
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　昨年の活動の様子。屋根から滑り落ちた雪は
一階の屋根まで積もり、硬く締まっています。
対象世帯の生活圏を確保するため、積もった雪
を崩しながら排雪し、出入口や避難口、窓の周
辺、プロパンガスボンベの周辺、ストーブの排
気口などを確保します。
　　　　　（写真：湯沢市社会福祉協議会提供）

さ
と
う

　
県
内
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
湯
沢
市
。
毎

日
の
除
雪
作
業
は
、
隣
近
所
や
町
内
単
位
で
助
け
合

い
の
体
制
が
浸
透
し
て
い
ま
す
が
、
問
題
と
な
る
の

が
除
雪
で
た
ま
っ
た
雪
や
屋
根
か
ら
滑
り
落
ち
た
大

量
の
雪
。
こ
の
雪
の
処
理
に
つ
い
て
、
特
に
高
齢
者

や
障
が
い
者
世
帯
か
ら
は
、
人
手
が
必
要
な
こ
と
も

あ
り
、毎
年
、多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
冬
の
不
安
を
解
消
し
よ
う
と
、
湯
沢
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
市
内
各
事
業
所
や
団
体
、
学
校

な
ど
に
協
力
を
呼
び
掛
け
、
平
成
十
三
年
度
に
「
湯

沢
市
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
に
結
成
当
初
か
ら
参
加
し
て
い
る
の
が
、

湯
沢
商
工
高
等
学
校
か
ら
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
湯
沢

翔
北
高
等
学
校
野
球
部
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
依
頼
が
あ
る
と
、
選
手
三
十
二
人
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー

二
人
の
三
十
四
人
全
員
が
隊
員
と
し
て
参
加
。
選
手

は
、
旧
市
内
な
ら
ば
学
校
か
ら
現
地
ま
で
ラ
ン
ニ
ン

グ
で
向
か
い
、
約
二
時
間
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
佐
藤
浩
樹
監
督
は
「
冬
場
の
練
習
は
内
容
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。
全
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
選
手
の
体
力
づ
く
り
や
気
分
転
換
も
図
れ
る

上
に
、
地
域
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
参
加
し
て

い
ま
す
」、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
石
山
慎
さ
ん
（
二
年
）

は
「
狭
い
と
こ
ろ
や
高
く
硬
い
雪
山
を
崩
す
な
ど
厳

し
い
作
業
も
あ
り
ま
す
が
、
普
段
、
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
日
ご
ろ
応
援
し
て

も
ら
っ
て
い
る
恩
返
し
が
で
き
て
、
自
分
自
身
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
る
と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。全
員
が
同
じ
気
持
ち
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
十
四
年
目
の
参
加
と
な
る
同
部
。
佐
藤
監
督
は
、

活
動
に
参
加
し
た
こ
と
で
選
手
の
行
動
に
変
化
が
見

ら
れ
た
と
話
し
ま
す
。「
部
員
が
自
主
的
に
学
校
内

の
早
朝
除
雪
を
手
伝
う
、
ま
た
、
困
っ
て
い
る
人
を

見
か
け
る
と
声
を
掛
け
る
な
ど
率
先
し
て
動
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
選
手
の
成

長
に
、
そ
し
て
今
年
度
の
県
南
大
会
準
優
勝
、
全
県

大
会
の
シ
ー
ド
権
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
石
山
さ
ん
は
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
「
皆
さ
ん
が

笑
顔
に
な
り
『
よ
か
っ
た
』『
あ
り
が
と
う
』
と
感

謝
し
て
も
ら
え
る
、
本
当
に
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

え
ま
す
。
隊
の
活
動
は
、
先
輩
た
ち
が
真
剣
に
作
業

に
取
り
組
む
姿
を
見
て
、
地
域
の
た
め
、
自
分
た
ち

の
た
め
に
し
っ
か
り
や
ら
ね
ば
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

今
度
は
自
分
た
ち
の
姿
で
後
輩
た
ち
に
し
っ
か
り
と

伝
え
た
い
。
そ
し
て
こ
の
成
果
を
来
年
度
の
大
会
に

生
か
し
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
四
十
三
回
の
活
動
に
延
べ
三
百
八
人

が
参
加
。
今
年
度
は
十
九
団
体
四
百
八
十
六
人
が
登

録
し
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
湯
沢
」
を
目
指

し
て
、
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
る
支
え
と
な
り
ま
す
。

ひ
ろ
き

い
し
や
ま
し
ん

雪
へ
の
不
安
を
若
い
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
吹
き
飛
ば
す

湯
沢
翔
北
高
等
学
校
野
球
部
34
人
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